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明治 26（1893）年 7 月の下谷龍泉寺への転居をきっかけに、樋口一葉の小説
は従来の恋愛小説から社会小説へと作風が大きく変化する。この時期から「奇
跡の十四ヶ月」が始まるまで、一葉は 3 篇の小説しか発表しなかったが、その














































































摘  要 
从明治 26（1893）年 7 月迁居下谷龙泉寺之后，樋口一叶的作品从原来的
恋爱小说开始向社会小说转变。从这一时期到“奇迹的十四个月”开始为止，在樋
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第一章  序論 
樋口一葉が明治時代の最も有名な女流作家として、日末近代文学史に重要な
地位を占めていることは紛れもない事实である。わずか 24 年間の生涯に、創































































                                                             
① よく引用される論文は「樋口一叶与《大年夜》」（『东北师大学报』、1993-08）、「日本女作家樋口一叶与
甲午战争」（『日本研究』、1999-12）、などである。 
② 肖霞.「论樋口一叶的浪漫主义文学创作」.『山东大学学报（哲学社会科学版）』. 2005-02. 
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